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This study is about the guidelines for the subjects of book keeping and accounts at 
high schools (teaching commerce) in Japan. 
The standard for high school curriculum is based on the course of study for high 
schools which is published by the Ministry of Education， Science，Sports and Culture 
(the Ministry of Education). 
The Japanese educational system was reorganized widely due to the end of the war 
in 1945. 
The first curriculum by the Ministry of Education was enforced after standards had 
been laid down through notification. 
 
 
１、高等学校教育における簿記・会計科目 
 
学校教育において、簿記・会計科目が取り入れられたのは、明治 8 年商法講習所であっ
た。名称に用いられた商法という言葉は、今日の商法を意味するものではなく、広く商業
を意味するものであった。発足当初の科目は、英語の基礎教育・商業算術・簿記・模擬商
業実践などであり、授業はすべて英語で行うことが原則であった。i
戦後、わが国の教育制度は大改革が行われた。昭和 23年（1948年）文部省制定の教科
課程（教育課程）が、通達によって基準が定められ実施された。このときの教科課程では、
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教科「簿記会計」は、総時数 280時間（8単位相当）で、学年別時数は 1年 70時間（2単
位相当）、2年 105時間（3単位相当）、3年 105時間（3単位相当）となっている。この
教科課程では、必修教科の中の最上位に［実務実習］という教科をおき、この内容として、
記帳実務・計算実務・文書実務および商業実践が含まれていた。ii
昭和 25年（1950年）高等学校学習指導要領商業科編（試案）が定められ単位制が採用
された。このときから、教科と科目は区別され、教科課程は、特別教育活動を含めて、教
育課程と呼ばれるようになった。この試案による科目と単位数では、科目［簿記会計］2
～15単位となっている。ここでは、［実務実習］の内容が分化し、計算実務は、［珠算お
よび商業計算］となり、文書実務と商業実践は、同じ科目名として独立した。ひとり記帳
実務は、簿記会計と合体して 1 科目となった。科目［簿記会計］の指導内容は、第一部簿
記の基本原理と商業簿記、第二部銀行簿記、第三部原価計算と工業簿記、第四部会計学、
第五部英文簿記となっており、第一部は少なくても 4単位は必要で、商業課程においては、
特に 5 単位の学習を行うことが望ましいとされている。また、5 単位を越えて学習をする
必要のある場合の組み合わせの例示として、第一部商業簿記は 5 単位、第三部工業簿記は
3単位、第四部会計は 2単位を上げている。iii
 
 
２、高等学校簿記教科書の指導内容 
 
昭和 30年 8月 25日文部省検定済の教科書『新商業簿記』（太田哲三著 実教出版株式
会社）の指導内容詳細は、以下のとおりである。なお、指導内容の小項目は、教科書に用
いられている用語の中から、筆者の責任において選び出した。また、指導内容の項目にア
ンダーラインを付けたものは、その後の改訂結果用語として使用されなくなったものを表
示し、ゴシック体は、改訂後異なる用語に変えられたものを表し、網掛けは、改訂後用語
の持つ内容が指導上分割されたり、集約されたりしたものを表している。この選別も筆者
の責任において行った。 
 
１．簿記原理 
 第 1章 簿記の意義・目的および効果 
  １、記帳の必要性 ２、簿記の意義・目的 ３、簿記の効果 ４、簿記の重要性 
 第 2章 簿記の種類  
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  １、方法上の区分 単式簿記（Single Entry Bookkeeping） 複式簿記（Double Entry 
Bookkeeping） ２、応用上の区分 営業の簿記 商業簿記・工業簿記・銀行簿記・農
業簿記など 営業以外の簿記 官庁簿記 家計簿記など 
 第 3章 財産および資本 
  １、財産の意義および種類 
   正味身代（Net Worth） 資産（Assets） 負債（Liabilities） ２、資本の意義 資
本（Capital） 資本等式（Capital Equation） ３、貸借対照表（Balance Sheet, B/S） 
貸借対照表等式（Balance Sheet Equation） 資金調達 元入れ 自己資本 他人資
本 
 第 4章 損益の計算  
  １、純損益 期末資本－期首資本＝純利益（マイナスは純損失） 
   （期末資産－期末負債）－期首資本＝純利益 ２、財産増減の原因 取引 ３、損
益の発生 利益合計（総利益）－損失合計（総損失）＝純利益（マイナスは純損失）
４、損益計算書の意義 損益計算書（Profit and loss statement, P/L, Income 
Statement） 損益表  
 第 5章 取引  
  １、取引の意義 開業取引または開始取引 経営取引または普通取引 決算取引 閉
業取引 ２、取引の二重性 資産の増加 資産の減少 負債の増加 負債の減少 資
本の増加 資本の減少 利益の発生 損失の発生 元入れ 引出 相殺 ３、取引の
対立関係 取引の 8 要素（6 要素）４、取引の種類 交換取引 財産交換取引 資本
増減取引 損益取引 混合取引  
 第 6章 仕訳および勘定記入 
  １、勘定 ２、勘定の種類 貸借対照表勘定 資産勘定 負債勘定 資本勘定 損益
勘定 利益勘定 損失勘定 ３、勘定の形式と勘定口座 標準式 残高式 借方
（Debtor） 貸方（Creditor） 元帳（Ledger）T字形（T Form）４、勘定記入法 ５、
貸借平均の原則 対立関係 ［数字の手本］ ６、仕訳 仕訳(Journalizing)  ７、
仕訳帳（Journal）元帳に転記（Posting） 仲介手段（Posting Medium）帳簿記入法 
諸口（Sundries） ８、元帳転記  
 第 7章 試算表および決算諸表 
  １、試算表 試算表（Trial Balance）合計試算表 残高試算表 合計残高試算表 ２、
精算表 資産＋損失＝負債＋資本＋利益 精算表（Working Sheet）決算表 運算表 
３、貸借対照表と損益計算書 期末資産＝期末負債＋期首資本＋純利益 総損失－純
利益＝総利益 ４、財産目録 商法 
 第 8章 決算 
  １、帳簿決算 決算 （集合）損益勘定（Profit and Loss Account）決算記入 決算
仕訳（Closing Entry）２、損益勘定 集合損益勘定 振替え 締切る ３、残高勘定
 閉鎖残高勘定 大陸式決算 ４、開始記入 開始記入（Opening Entry）５、残高
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勘定の省略 英米式決算 決算繰越仕訳 繰越試算表（Post-close Trial Balance） 
 第 9章 資産評価 
  １、決算整理 決算整理 整理記入 修正仕訳（Adjusting Entry）２、商品勘定 商
品勘定（仕入れは借方、売却は貸方） 2 勘定（商品 商品売買益）に分離 単一勘
定（商品勘定）に総合（売上原価＋商品現在高すなわち繰越高＋仕入高は借方、売上
原価＋商品売買益すなわち売上高は貸方）混合勘定（Mixed） 棚卸（Stock-taking） 
棚卸表（Inventory）整理仕訳法 ３、減価償却 減価償却（Write off for Deprecation）
減価償却費 ４、その他の資産評価 有価証券評価損 有価証券評価益 ５、棚卸表  
 第 10章 損益の整理  
  １、損益の繰延 繰延勘定（Deferred Account）損失の繰延 未経過保険料（Unexpired 
Insurance Premium Account）再修正仕訳（Re-Adjusting Entry）繰延費用（Deferred 
Charges）前払費用（Prepaid Expenses）利益の繰延 繰延負債（Deferred Liabilities）
前受収益（Deferred Income）２、損益の見越 見越勘定（Accrued Account）損失の
見越 未払家賃勘定（Rent Payable Account）利益の見越 未収利息勘定（Interest 
Receivable Account)  経過勘定 繰延（損失控除－前払費用、利益控除－前受収益）
見越（損失加算－未払費用、利益加算－未収収益）３、精算表の改造 8桁精算表 整
理後試算表の欄 10桁精算表 決算整理事項 
２．勘定科目 
 第 11章 勘定科目の設定および種類 
  1、勘定科目 勘定科目（Account a/c） 勘定科目の設定 勘定科目の分類 大科目・
中科目・小科目 ２、特殊の勘定科目 評価勘定（Valuation a/c）相殺勘定（Off-set 
a/c）付加勘定（Adjunct a/c）減価償却引当金勘定 対照勘定（Per Contra a/c）備忘
勘定（Memorandum a/c）統制勘定（Controlling a/c）十進法（Decimal Method）に
よる勘定科目の分類  
 第 12章 現金および預金 
  1、現金 現金出納帳（Cash Book）現金過不足勘定（Cash Over & Short a/c）雑損 
雑益 2、当座預金（Current Deposits）借越契約 根抵当 当座借越（Over-draft）
当座借越勘定 当座勘定 当座勘定出納帳 現金当座勘定出納帳 銀行勘定調整表
（Bank Reconciliation Statement）３、諸預金 ４、小口現金 小口現金勘定（Petty 
Cash a/c）定額資金前渡法（Imprest System）小口現金出納帳  
 第 13章 貸借勘定 
  １、人名勘定 人名勘定（Personal a/c）２、売掛金・買掛金 売掛金勘定（Trade 
Account Receivable）買掛金勘定（Trade Account Payable）統制勘定（統轄勘定） 
被統制勘定（被統轄勘定）３、現金割引 現金割引（Cash Discount）売上現金割引
勘定 仕入現金割引勘定 ４、貸倒償却および貸倒引当金 貸倒償却（貸倒金・貸倒
損失、Bad Debts）貸倒引当金（貸倒準備金、Reserve for Bad Debts）貸倒引当金戻
入 ５、その他の債権・債務 未収金 未払金 貸付金 借入金 前払金 前受金 預
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り金 立替金 仮勘定 仮払金 仮受金  
 第 14章 手形勘定 
  1、手形の種類 手形勘定（Bills or Notes a/c）約束手形（Promissory Notes）為替手
形（Bills of Exchange）２、受取手形・支払手形 受取手形勘定（Notes Receivable a/c）
支払手形（Notes Payable）a/c）手形貸付金 手形借入金 受取手形記入帳（Bills 
Receivable Book）支払手形記入帳（Bills Payable Book）３、手形の裏書 裏書
（Endorsement）支払利息・割引料勘定４、不渡手形 不渡手形（Bills Dishonoured）
対照勘定 裏書義務見返 裏書義務 ５、荷為替 貨物代表証券 船荷証券（Bills of 
Landing, B/L）荷為替（Documentary Draft） 
 第 15章 商品売買  
  １、商品勘定の分割 混合勘定としての商品勘定 売上品戻入 仕入品戻出 2 分割
法 仕入 売上 期末棚卸高 売上総利益（Gross Profit）3 分割法 仕入勘定
（Purchases a/c）繰越商品（棚卸商品）勘定（Inventory a/c）売上勘定（Sales a/c）
商品売買損益勘定 売買勘定【イギリス】（Trading a/c） 2、補助簿 仕入帳
（Purchases Book）売上帳（Sales Book）戻出・戻入の独立した補助簿 赤記記入  
 第 16章 特殊売買 
  １、未着品 未着品（Goods to Arrive）未着品売買損益勘定 ２、受託売買
（Consignment Sales）販売受託勘定（Consignment Inwards a/c）性質は人名勘定
と同様【××販売受託】 倉敷料 買付受託勘定 内入金 ３、積送品 販売委託 積
送品勘定（Shipment a/c）【××向積送品】 積送品売買益 積送品売上  
 第 17章 固定資産勘定  
  １、土地および建物 土地（Land） 建物（Buildings）登記料 仲立人口銭 地均費
建設仮勘定（Construction in Process）２、減価償却引当金 直接法 間接法 減価
償却引当金勘定（Depreciation Reserve a/c; Reserve for Depreciation a/c）３、修繕
引当金および改良費 修繕引当金（Reserve for Repairs）４、器具・備品および造作 
造作勘定 経費を損失にして償却に代える 小額のものは買い入れのとき経費にして
もよい ５、地上権・営業権 地上権（Leaseholds）営業権（暖簾、Goodwill）６、
固定資産台帳 固定資産台帳（Fixed Assets Ledger） 
 第 18章 資本勘定（付 社債） 
  １、個人事業 店主勘定（Capitalist Personal a/c）引出金勘定（Drawing a/c）２、
株式会社 資本金 株式 額面株（Par Value Stock）無額面株（Non Par Value Stock）
株式発行差金勘定（Capital Stock Premium a/c）払込剰余金勘定（Paid-in Surplus 
a/c）定款 目論見書 創業費（Organization Expenses）設立費 新株式発行 株式
発行費 剰余金 （Surplus）欠損金（Deficit）利益剰余金（Earned Surplus）資本
剰余金（Capital Surplus）３、純利益の処分 当期純利益 未処分利益剰余金勘定
（Unappropriated Earned Surplus a/c）配当金（Dividend）賞与金（Bonus）積立
金（Reserve）配当金勘定 未払配当金勘定 利益準備金 納税引当金 別途積立金 
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繰越利益剰余金 ４、欠損の処理 未処理欠損金勘定 繰越欠損金勘定 ５、積立金
の処分 資金をうる目的で特殊の積立金を設ける【新築積立金】 社債の処理 社債
（Debentures; Bonds）社債発行差金勘定 社債発行費 社債利子 社債発行差金償
却 社債発行費償却 社債償還益 
３．帳簿組織 
 第 19章 帳簿および分課制度 
  １、帳簿 綴合帳簿 ２、主要簿および補助簿 主要簿（Main Book）補助簿
（Subsidiary Book）元帳（Ledger）仕訳帳（Journal）勘定帳簿（Book of Accounts）
元帳転記の仲介手段 原始記録（Original Entry）補助簿の形式 発生順の記入帳 勘
定形式の口座に分ける補助元帳 主要簿としての元帳 総勘定元帳（General 
Ledger）３、カード式およびルーズリーフ式帳簿 カーデックス式 ４、帳簿組織の
立案 内部牽制制度（Internal Check System） ５、内部牽制制度 誤謬 脱漏 不
正 虚偽 現金出納の収納係と支払係の区分 ６、業務分課 業務分課の例 ７、伝
票・証憑 伝票（Slip）報告用の伝票 仕訳伝票 入金伝票 命令用伝票 出金伝票 
出庫伝票 検印 証憑（Voucher）送り状 受取書 注文書 請求書 勘定書 ８、
帳簿に関する法規 商法 
 第 20章 単一仕訳帳制度 
  １、単一仕訳帳 仕訳帳 イタリア式（当初）日記帳・仕訳帳・元帳 仕訳帳に簡単
な説明を付記 ２、仕訳帳および元帳 仕訳帳の形式 左右両側に記入 残高式元帳 
３、貸借仕訳伝票 ４、多桁式仕訳帳 特別欄を設ける 
 第 21章 複合仕訳帳制度 
  １、特殊仕訳帳 特殊仕訳帳（Special Journal）総括転記 普通仕訳帳 固有仕訳帳
（Journal Proper）複合仕訳帳制度 ２、現金（預金）出納帳 多桁出納帳の分冊 収
納帳 支払帳 ３、小口現金出納帳 ４、仕入帳 特殊仕訳帳としての仕入帳 人名
勘定記入 引取費 （Freight-in）戻出品記入帳 転記が貸借とも逆 ５、売上帳 特
殊仕訳帳としての売上帳 人名勘定記入 現金売上 金銭登録機（Cash Register）戻
入品記入帳 ６、受取手形記入帳・支払手形記入帳 ７、普通（固有）仕訳帳 振替
取引の仕訳が必要 開始記入 閉鎖記入 訂正記入 振替記入 ８、複合仕訳帳制度
の例示  
 第 22章 元帳分割制度 
  １、補助元帳と統制勘定 総括転記 仕入帳 売上帳 現金出納帳 普通仕訳帳 ２、
照合勘定と独自平均元帳 補足勘定を補助元帳に設ける 照合勘定（Adjustment 
a/c）整理勘定 独自平均元帳（Self-balancing Ledger）総勘定元帳勘定（照合勘定）
秘密元帳（Private Ledger） 
 第 23章 試算表 
  １、試算表の職分 転記の正確性の証明 総勘定元帳の一覧表 企業の状態を知る 
２、試算表の誤謬 転記の誤謬 発見できない誤謬  
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４．決算諸表 
 第 24章 棚卸表  
  １、決算諸表の内容 棚卸表 財産目録 損益計算書 剰余金計算書 貸借対照表 
財務諸表（Financial Statements）会計士監査制度 株式上場 公認会計士（Certified 
Public Accountant, C.P.A）監査（Audit）２、財産評価 過大評価 過小評価 架空
の利益配当 資本配当（蛸配当） 秘密積立金（Secret Reserve）３、商品その他流
動資産の評価 時価 原価 ４、減価償却費の計算 定額法 残存価格（Scrap Value）
耐用年数 直線法 定率法 償却率 逓減法 ５、繰延見越勘定 ６、引当金の設定 
価格変動引当金 ７、財産目録の特質  動産 不動産 債権 債務 その他の財産 
 第 25章 損益計算書 
  １、損益計算書の区分 第一区分売上総利益 第二区分営業利益 第三区分純損益 
２、勘定式および報告式 ３、比較損益計算書 過去と比較  
 第 26章 剰余金計算書 
  １、剰余金計算書の内容 利益剰余金の計算 未処分利益剰余金 繰越利益剰余金 
繰越利益剰余金期末残高 当期未処分利益剰余金 資本剰余金 ２、剰余金処分計算
書iv
 第 27章 貸借対照表 
  貸借対照表の作成 科目の総合分類 科目の配列 流動性配列法（Current 
Arrangement）固定性配列法（Capital Arrangement）評価勘定 内訳欄 帳簿価格 
控除額 勘定式 報告式  
 第 28章 決算書の総合 
  １、合併計算書 部門別 支店別 独立会計 決算書の合併 合併計算書 決算書の
総合 ２、本支店勘定の除去 支店勘定（Branch Office a/c）本店勘定（Herd Office 
a/c）未達勘定（Accounts in Transit）合併貸借対照表 ３、振替利益の除去 振替価
格 未実現価格 外部売上 売上利益 内部売上 振替利益 総合損益計算書 ４、
支店相互間の取引 本店集中計算制度  
 
先にも触れたように、商業教育の始まりは英語を重視していた。その流れを受けて高等
学校の商業教育の教科書特に簿記会計の教科書は、用語に英語を併記して理解を深める配
慮がされている。 
 
 
３、昭和 31年の学習指導要領改訂による指導内容の変更 
 
昭和 31 年（1956 年）の高等学校学習指導要領改訂は、従前の［簿記会計］2～15 単位
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が、簿記会計関係科目として［商業簿記］2～6 単位、［銀行簿記］2～4 単位、［工業簿
記］2～4単位、［会計］2～4単位を挙げ、群として分類した。v
この改訂における［商業簿記］、［工業簿記］、［会計］の各指導内容大項目は、下記
のように示されている。 
 
商業簿記 指導内容 
（１）事業の経理 
（２）財産、資本、損益 
（３）取引、仕訳、勘定 
（４）帳簿 
（５）決算、財務諸表、簿記の構造 
（６）会社企業の経理 
（７）中小企業に適する実務的な経理 
工業簿記 指導内容 
（１）工業簿記の特色と原価計算の意義 
（２）材料費、労務費、経費 
（３）直接費、間接費 
（４）個別原価計算、総合原価計算 
（５）勘定科目、帳簿 
（６）決算、財務諸表 
（７）工業簿記の特殊な問題 
会計 指導内容 
（１）財産の評価 
（２）財務諸表と勘定科目 
（３）損益の決定と処分 
（４）財務諸表の分析と比較 
（５）公認会計士制度 
（６）会計に関する法規 
 
このころ発行された商業簿記の教科書の指導項目を、『標準商業簿記』（定方鷲男著 実
教出版株式会社）について見てみることにする。 
 
Ⅰ.簿記の基礎 
 第１、事業の簿記 １、記帳の必要 ２、記帳の形式・方法 ３、簿記の意味と効果 ４、
簿記の種類 第 2 資本および資産 １、資本・資産 ２、資産と資本の関係 ３、貸借
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対照表 第３ １、貸借対照表の変化 ２、勘定の必要 ３、勘定口座とその形式 ４、
勘定記入 第４ １、純損益の意味 ２、利益および損失 ３、損益に属する勘定の記入
法 ４、損益計算書 第５ 取引 １、取引の意味 ２、取引の種類 ３、取引の対立関
係 ４、貸借平均の原則 第６ 仕訳帳と元帳 １、仕訳の必要 ２、仕訳帳 ３、元帳 
４、元帳転記 第７ 試算表 １、試算表の意味と種類 ２、試算表の貸借が平均しない
場合の調査法 第８ 決算 １、決算の意味 ２、決算の手続き ３、元帳の締切 ４、
その他の諸帳簿の締切 ５、決算諸表の作成 第９ 複式簿記の構造 １、精算表の意味
と作り方 ２、複式簿記の構造  
 
Ⅱ.勘定科目 
 第１０ 現金・預金および有価証券 １、現金勘定 ２、当座預金勘定 ３、諸預金勘
定 ４、振替貯金勘定 ５、小口現金勘定 ６、引出金勘定 ７、有価証券勘定 第１１ 
商品 １、商品勘定 ２、仕入帳・売上帳・商品有高帳 第１２ 売掛金・買掛金 １、
人名勘定 ２、売掛金勘定・買掛金勘定 ３、得意先元帳と仕入先元帳 ４、総勘定元帳
と統制勘定 第１３ 土地・建物・備品 １、土地勘定 ２、建物勘定 ３、備品勘定 ４、
固定資産台帳 第１４ 損益勘定 １、損益勘定の設定 ２、損失の勘定 ３、利益の勘
定 第１５ 決算 １、大陸式決算 ２、残高勘定 ３、開始記入 ４、決算整理 ５、
８桁精算表 第１６ 商品勘定の分割 １、商品勘定分割の必要 ２、３分法 ３、その
他の分割法 第１７手形 １、手形の種類 ２、受取手形勘定・支払手形勘定 ３、手形
記入帳 ４、手形の裏書譲渡と不渡手形 ５、融通手形 ６、手形の更改 第１８ 掛売
買以外の原因による債権・債務 １、未収金勘定・未払金勘定 ２、仮払金勘定・仮受金
勘定 ３、貸付金勘定・借入金勘定 ４、前払金（前渡金）勘定・前受金勘定 ５、店員
前貸金勘定・店員預り金勘定 ６、商品券勘定 第１９ 特殊売買 １、荷為替 ２、未
着商品勘定 ３、委託売買 ４、積送品勘定 ５、販売受託勘定 ６、買付委託勘定 第
２０ １、損益の繰延と見越 ２、損益の繰延 ３、損益の見越 ４、消耗品の処理法 ５、
貸倒引当金の修正 ６、決算整理のまとめ ７、区分損益計算書 第２１ 勘定科目の設
定と分類 １、勘定科目の設定 ２、勘定科目の分類 
 
Ⅲ.帳簿組織 
 第２２ 帳簿組織の発展 １、主要簿と補助簿 ２、多桁式仕訳帳 ３、複合仕訳制度
と元帳の分割 ４、分課制度と帳簿組織 ５、帳簿の体裁 ６、記帳の機械化 第２３ 複
合仕訳帳制度その１ １、複合仕訳帳制度 ２、現金出納帳 ３、当座預金出納帳 ４、
現金当座預金出納帳 ５、仕入帳 ６、売上帳 第２４ 複合仕訳帳制度その２ １、特
別欄の利用 ２、受取手形記入帳・支払手形記入帳 ３、普通仕訳帳 ４、合計仕訳 ５、
複合仕訳帳制度による記帳例 第２５ 元帳の分割 １、補助元帳と試算表 ２、独自平
均元帳 第２６ 証ひょうと伝票 １、証ひょう ２、伝票 ３、貸借仕訳伝票 ４、入
金伝票・出金伝票・振替伝票 ５、伝票の集計と元帳への転記 ６、現金式伝票 第２７ 
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中小企業に利用される帳簿 １、中小企業の帳簿 ２、現金式仕訳帳 ３、仕訳伝票 
Ⅳ.会社会計と特殊問題 
 第２８ 会社の計算 １、会社形態と資本金 ２、株式会社の資本金 ３、株式会社の
純損益処分 ４、社債 ５、株式会社の財務諸表 第２９ 支店の会計 １、支店会計の
独立 ２、本支店財務諸表の合併 第３０ 税務簿記 １、税金の記帳 ２、損失に計上
される税金 ３、純利益から支払われる税金 ４、所得税預り金 ５、税法と純損益の計
算 ６、青色申告 
 
利益と収益および損失と費用については、このころの教科書では、利益・損失を用いて
いる。指導上の注意事項として次のように指摘している。「損失と費用は、簿記上同様に
取り扱われるものであるから、指導上は同義として扱って差し支えない。ただし、経営上
両語は別義に用いられることもある。すなわち、費用とは収益に対応するものであって、
収益獲得のための価値の犠牲をさす。したがってこのような費用は、通常の営業の過程に
おいて回収が予想されるものである。これに対し火災・盗難・地変などのような価値の喪
失は絶対的であって、回収すべき収益の存在がないものであり、これを損失という。この
ように費用は損失とは異なった意味に用いられることがあるが、目的費用であろうと非目
的費用であろうと、企業に発生するすべての価値喪失は結局収益によって回収されるもの
である。そのため費用という場合、実際には両者を含むようになっている。したがって指
導上は同義扱ってよい。」vi
 
 
４、昭和３５年の学習指導要領改訂による指導内容の変更 
 
昭和 35年（1960年）の高等学校学習指導要領改訂は、商業科目の履修単位数が 30単位
から 35単位に増加し、専門性を高めるために類型制による履修を打ち出している。［簿記
会計］科目は、［商業簿記］2～6単位、［工業簿記］2～4単位、［銀行簿記］2～4単位、
［会計］2～4単位であり、従前と変更はない。しかし、商業の各科目は、指導内容につい
て大項目と中項目が示された。vii
 
商業簿記 指導内容 
（１）事業の経理 ア 事業の経理と簿記 
（２）簿記の要素 ア 資産・負債・資本 イ 損失・利益 
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（３）簿記の機構 ア 取引 イ 勘定 ウ 仕訳 エ 仕訳帳・元帳  
 オ 貸借対照表・損益計算書 
（４）勘定科目  ア 貸借対照表の科目 イ 損益計算書の科目 
（５）決算および財務諸表 ア 決算整理 イ 帳簿決算 ウ 財務諸表 
（６）帳簿および帳簿組織 ア 主要簿・補助簿 イ 仕訳帳・元帳の分割 
 ウ 伝票 
（７）会社企業の経理 ア 株式会社の資本 イ 株式会社の損益処分 
（８）商業簿記の特殊な問題 ア 支店会計 イ 税務 ウ 中小企業の簿記 
 エ 帳簿に関する法規 
工業簿記 指導内容 
（１）工業簿記の特色と原価計算 ア 工業簿記の特色 イ 原価計算の意義 
 ウ 工業簿記の構造 
（２）原価要素  ア 材料費 イ 労務費 ウ 経費 
（３）原価の把握方法 ア 直接費 イ 間接費 ウ 部門別原価計算 
（４）原価の集計方法 ア 個別原価計算 イ 総合原価計算 
（５）決算および財務諸表 ア 決算 イ 財務諸表 
（６）工業簿記の特殊な問題 ア 等級別計算、連産品計算 イ 標準原価計算 
 ウ 工場会計の独立 
会計 指導内容 
（１）企業会計 ア 企業の経理と会計 イ 財務諸表 
（２）資産 ア 資産の評価 イ 流動資産 ウ 固定資産と減価償却 エ 繰延勘定 
（３）負債 ア 流動負債 イ 固定負債 ウ 引当金、偶発債務 
（４）資本 ア 資本金 イ 剰余金 
（５）損失および利益 ア 営業固有の損益 イ 営業外ならびに臨時損益 
（６）財務諸表の分析 ア 貸借対照表の分析 イ 損益計算書の分析 ウ 経営比較 
（７）会計に関する制度 ア 会計に関する法規 イ 会計監査 ウ 職業会計士 
 
 
５、昭和 45年の学習指導要領による指導内容の変更 
 
昭和 45年（1970年）の高等学校学習指導要領改訂は、多様化・専門化の推進を目指し
たものとなっており、教育内容については、弾力化を図るものとなっていた。従前の簿記
会計関係科目は、改訂され経理関係科目となり、関係科目は次に示す８科目となった。科
目の内訳は、［簿記会計I］3～5単位、［簿記会計II］2～4位、［簿記会計III］2～4単位、
［工業簿記］2～4単位、［銀行簿記］2～4単位、［機械簿記］2～5単位、［税務会計］2
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～4単位、［経理実践］3～5単位である。従前の［商業簿記］と［会計］の両科目は、［簿
記会計I］、［簿記会計II］および［簿記会計III］の 3科目に再編成され、［商業簿記］の
基礎的内容を［簿記会計I］に、比較的高度な内容に新しい事項を加え［簿記会計II］を新
設し、従前の会計内容を［簿記会計III］とした。この 3科目の指導内容を示すと以下のと
おりである。viii 
 
簿記会計Ⅰ 指導内容 
（１）企業の簿記 ア 簿記の目的 イ 簿記の種類 
（２）簿記の要素 ア 資産・負債・資本 イ 費用・収益 
（３）簿記の機構 ア 取引 イ 勘定 ウ 仕訳 エ 仕訳帳・元帳と試算表 
 オ 貸借対照表と損益計算書 
（４）取引の記帳 ア 現金・預金に関する取引 イ 商品売買に関する取引 
 ウ 債権・債務に関する取引 エ 有価証券に関する取引 
 オ 固定資産に関する取引 カ 営業費に関する取引 
 キ 個人企業の資本に関する取引 
（５）決算 ア 決算整理 イ 帳簿の締切り ウ 財務諸表の作成 
（６）帳簿と伝票 ア 帳簿 イ 伝票 
（７）株式会社の経理 ア 資本 イ 損益処分 
（８）税務 ア 個人企業の税務 イ 株式会社の税務 
 
簿記会計Ⅱ 指導内容 
（１）記帳の合理化 ア 帳簿組織の立案 イ 仕訳帳の分割 ウ 伝票会計 
 エ 事務機械の利用 
（２）株式会社の経理 ア 資本 イ 損益処分 ウ 社債 エ 財務諸表 オ税務 
（３）支店会計 ア 本支店間の取引 イ 支店間の取引  
 ウ 財務諸表の合併と内部利益の控除 
（４）特殊な取引の記帳 ア 手形に関する特殊な取引  
 イ 商品売買に関する特殊な取引 
（５）製品の原価 ア 原価と原価計算 イ 工業簿記の構造 
 
簿記会計Ⅲ 指導内容 
（１）企業会計 ア 企業と会計 イ 会計原則と会計放棄 
（２）資産 ア 資産の評価 イ 流動資産 ウ 固定資産と減価償却 エ 繰延資産 
（３）負債 ア 流動負債 イ 固定負債 ウ 引当金 エ 偶発債務 
（４）資本 ア 資本金 イ 剰余金 
（５）損益 ア 損益計算の基準 イ 営業収益 ウ 営業費用 エ 営業外損益 
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 オ 特別損益 
（６）財務諸表 ア 財務諸表の種類 イ 貸借対照表 ウ 損益計算書 
（７）会計情報の利用 ア 利益計画 イ 予算統制 ウ 原価管理 エ 資金会計 
 オ 財務諸表の分析 
（８）会計監査 ア 監査制度 イ 公認会計士 
 
工業簿記 指導内容 
（１）工業簿記の特色と原価計算 ア 工業簿記の特色 イ 原価と原価計算 
 ウ 工業簿記の構造 
（２）原価の費目別計算 ア 材料費 イ 労務費 ウ 経費 
（３）原価の部門別計算 ア 原価部門の設定 イ 部門別計算の手続き 
（４）原価の製品別計算 ア 個別原価計算 イ 総合原価計算 
（５）製品の販売と決算 ア 製品の販売 イ 販売費および一般管理費 
 ウ 決算の手続き エ 財務諸表の作成 
（６）工場会計の独立 ア 本社・工場間の取引 イ 財務諸表の合併 
（７）標準原価計算 ア 標準原価の算定 イ 原価差異の分析と処理 
 
 
５、昭和 53年の学習指導要領による指導内容の変更 
 
昭和 53年（1978年）の高等学校学習指導要領改訂は、基礎教育の重視、実験・実習等
の実際的・体験的な学習の重視及び教育課程の弾力化等に要約される。この改訂では、科
目群の名称を従前の経理関係科目群から簿記会計科目群と改めた。この科目群は、簿記会
計に関する内容をもった科目群として、［簿記会計I］と［簿記会計II］を中心に［工業簿
記］と［税務会計］から構成されている。［簿記会計I］は、従前の［簿記会計I］を基礎
として内容の精選を図ったもので、特に、個人企業の簿記に限定して、従前の株式会社の
経理や費用、収益の繰延べ・見越しなどのやや複雑な簿記の領域と会計の分野から比較的
高度なものを削除したものを［簿記会計II］に移して内容を整理した。指導内容は、大項
目のみ示された。ix
 
簿記会計Ⅰ 指導内容 
（１）企業の簿記 
（２）簿記の基礎 
（３）取引の記帳 
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（４）決算 
（５）帳簿と伝票 
 
簿記会計Ⅱ 指導内容 
（１）特殊な取引の記帳 
（２）帳簿組織 
（３）株式会社の記帳 
（４）企業会計の基礎 
（５）貸借対照表 
（６）損益計算書 
（７）財務諸表の分析 
 
工業簿記 指導内容 
（１）工業簿記と原価計算 
（２）原価要素と費目別計算 
（３）部門別計算と製品別計算 
（４）取引の記帳 
（５）決算 
 
 
６、平成元年の学習指導要領における指導内容の変更 
 
平成元年 3月 15日（1989年）の高等学校学習指導要領の改訂は、実施を平成 6年度か
ら行うこととして告示された。この改訂では、簿記会計に関する内容について、簿記に関
する内容がその中の主要なものとなっていることや、これまでの簿記に関する科目の実態
等を考慮し、これまでの［簿記会計I］、［簿記会計II］の科目構成を改め、主として簿記
に関する内容の［簿記］と、財務諸表の作成や会計理論に関する内容の［会計］に改めら
れた。また、［工業簿記］については、原価計算に関する内容の充実を図った。x 
 
簿記 指導内容 
（１）企業の簿記 
（２）簿記の基礎 
（３）取引の記帳 
（４）決算 
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（５）帳簿と帳簿組織 
（６）株式会社のける記帳 
（７）コンピュータを利用した会計処理 
 
工業簿記 指導内容 
（１）工業簿記と原価計算 
（２）原価要素と費目別計算 
（３）原価の部門別計算 
（４）原価の製品別計算 
（５）製品の受払と決算 
（６）原価の管理 
 
会計 指導内容 
（１）企業会計の基礎 
（２）貸借対照表 
（３）損益計算書 
（４）財務諸表の分析 
（５）企業経営の社会的責任と監査 
 
 
７、平成 11年の学習指導要領における指導内容の変更 
 
平成 11年 3月 29日（1999年）高等学校学習指導要領の改訂を行い、平成 15年度から
年次進行によって実施に移されることになっている。この改訂では、［簿記］、［会計］
は、簿記会計に関する基礎的・基本的な知識と技術を身に付けさせるとともに、作成した
会計帳簿や財務諸表を通してビジネスの諸活動を理解したり、企業の姿を正しく見る能力
を育成する観点から内容を改善した。［工業簿記］は、原価計算及び簿記に関する基本事
項の習得と原価計算から得られる情報を活用する能力と態度を育成するため、科目の名称
を［原価計算］に変更した。また、［税務会計］は、所得税を削減し、会計基準の変更等
実務に対応した知識と技術を習得させるため、科目の名称を［会計実務］に変更した。ま
た、企業のグループ化と会計、国際化と会計及び情報化と会計に関する新しい内容を取り
入れた。 
指導内容は、大項目に加え中項目が併記された。xi 
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簿記 指導内容 
（１）簿記の基礎 ア 簿記の意味、目的、歴史 イ 資産・負債・資本と貸借対照表  
 ウ 収益・費用と損益計算書 エ 簿記一巡の手続 
（２）取引の記帳 ア 現金・預金 イ 商品売買 ウ 債権・債務 エ 固定資産  
 オ 個人企業の資本と税金 カ 営業費 キ 本支店会計    
（３）決算 ア 決算整理 イ 財務諸表 
（４）帳簿と帳簿組織 ア 帳簿 イ 伝票 ウ 仕訳帳の分割 
 
会計 指導内容 
（１）会計の基礎 ア 企業と会計 イ 株式会社の会計 ウ 会計法規と企業会計制度 
（２）貸借対照表 ア 資産 イ 負債と資本 ウ 貸借対照表の作成 
（３）損益計算書 ア 損益計算の意味と基準 イ 経常損益と特別損益   
 ウ 損益計算書の作成 
（４）財務諸表の活用 ア 財務諸表の意味 イ 財務諸表の見方 ウ 連結財務諸表 
 
原価計算 指導内容 
（１）原価と原価計算 ア 原価と原価計算 イ 製造業における簿記の特色と仕組み 
（２）原価の費目別計算 ア 材料費の計算と記帳 イ 労務費の計算と記帳  
 ウ 経費の計算と記帳 
（３）原価の部門別計算と製品別計算 ア 個別原価計算 イ 部門別個別原価計算  
 ウ 総合原価計算 
（４）製品の完成・販売と決算 ア 製品の完成と販売 イ 製造業の決算 
（５）原価情報の活用 ア 原価管理と標準原価計算 イ 利益計画と直接原価計算 
 
新指導要領による教科書は、本年（平成 14年）夏採用のための展示が行われ、教育現場
に来年（平成 15年）4月はじめて採択されてお目見えする。展示の段階で見た『高校簿記』
（実教出版発行、新井清光・加古宣士著 平成 14年 1月 31日検定済）から、従前と変更
のあった指導内容を筆者の責任において抽出して、以下に示すことにする。なお、供給時
点の平成 15年 4月までに、法改正などがあれば、内容の変更もあることを、付記しておく。 
 
第 1章 企業の簿記 簿記の歴史で、ルカ＝パチョーリ著世界最初の簿記書「算術・幾何・
比および比例総覧」の中の「計算および記録」に簿記についての記述がある。アレクサン
ダー＝アラン＝シャンド「銀行簿記精法」、福沢諭吉「帳合之法」について触れている。 
簿記の基礎的条件として、会計単位・会計期間・貨幣金額表示を明示した。中項目に簿記
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一巡を指導要領にしめしたことが、目立っている。 
第１８章 個人企業の税金の記帳 その他の税金のひとつに消費税を取り入れ、仮払消費
税勘定、仮受消費税勘定、未払消費税勘定について記述してある。 
第１９章 決算（その 2） 有価証券の評価において、帳簿価格を時価で評価し修正する
場合の評価替えについて、有価証券評価益勘定を記述した。 
第２０章 帳簿 コンピュータによる電子帳簿の項目を挙げ、電子帳簿の記述がある。 
 
 
８、会計基準の変更と学習指導要領 
 
1990年代になって、会計制度の大改革が行われ、現在も進行中のものもあって、まさに、
会計ビックバンと呼ばれている。この会計基準の変更は、教育現場にどのような影響を及
ぼしたのであろうか。ここでは、学習指導要領について、検証してみることにする。 
会計ビックバンにみられる新会計基準は、国際会計基準委員会（IASC International 
Accounting Standards Committee）によって示された国際会計基準（IAS International 
Accounting Standards）の動向が強く影響されている。なかでも、国際化の流れは、企業
の債権者や株主に対する受託責任アプローチから、投資家に対する情報提供を強く示唆し
ている。さらに、企業のディスクロージャーの中心は、個別の財務諸表開示という個別情
報中心主義から、企業全体の経営実態を表す連結グループの財務諸表開示する連結情報中
心主義（連結決算中心主義）とすることや、有価証券などの金融商品の評価を取得原価主
義会計から、時価評価を導入する混合測定主義会計に移ったことなどが挙げられる。 
学習指導要領では、有価証券の時価評価を取り入れ、従前の低価基準を時価基準に変更
して、有価証券評価益勘定を示した。 
なお、有価証券の取得目的について、売買を目的とする投機的所有と、資産運用を目的
として投資的所有が考えられるが、学習指導要領では、取り上げていない。 
消費税については、すでに導入されてからの時間経過からも、社会の実態に合わせて今
回の改訂で取り入れたものと考える。 
手形割引については、その行為が資金の借り入れになるのか、あるいは、売却によって
資金を入手したかの二つの考えがあるが、このことについても学習指導要領では、取り上
げていない。 
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９、高等学校教育（学習指導要領）と簿記・会計検定試験 
 
全国規模で施行されている簿記・会計関係の検定試験について、高等学校教育との関係
を検証してみることにする。なお、ここで取り上げる検定試験は、全国商業高等学校長協
会主催の「簿記実務検定試験」（略称 全商検定）、日本商工会議所主催の「簿記検定試
験」（略称 日商検定）、全国経理学校協会主催の「簿記検定試験」（略称 全経検定）
とする。 
全商検定は、当然のことながら高等学校学習指導要領に準拠して、試験内容を作成して
いることから、文部省検定済の教科書の指導内容が出題されている。 
日商検定は、社会人としてのビジネス実務に直結する技能を重視して、試験内容を作成
している。したがって、直接的には高等学校学習指導要領とは関係はないが、簿記学習の
ステップにしたがって、検定級位が決められていることから、学校の学習段階とおよそ一
致している。 
新会計基準等に対応して改定された最近のものは、平成 13 年 1 月 1 日付き改定、平成
14年 4月 1日より適用されている。特に学習指導要領と関係あると考えられる事項を、挙
げてみると以下のとおりである。xii
 
① 「仕訳帳の分割」を追加、「帳簿組織」を削除。 
② 【金融商品に係る会計基準】の設定に伴い、売買目的有価証券係る「評価替（時価法）」
を 3級の範囲とした。 
③ 【金融商品に係る会計基準】の設定に伴い、手形に係る「偶発債務」は削除し、「債務
の保証」に含めた。 
④ 【退職給付に係る会計基準】の設定に伴い、「退職給与引当金」を「退職給付引当金」
とした。 
⑤ 【金融商品に係る会計基準】の設定に伴い、「満期保有目的債券」の償却原価法による
定額法を 2級、利息法を 1級の出題範囲とした。 
⑥ 【研究開発費等に係る会計基準】の設定に伴い、「研究開発費」を「収益と費用」の関
連項目とした。また、商法上の定義を満たす「開発費など」を「繰延資産」に含めた。 
⑦ 【財務諸表等規則】等における事業税の表示方法の変更に伴い、「法人税・住民税・事
業税」とした。 
⑧ 【金融商品に係る会計基準】の設定に伴い、「売買目的有価証券の評価替」および「満
期保有目的有価証券」を決算整理事項に追加した。 
⑨ 「税効果会計」が税金であることを明確にするため、「法人税・住民税・事業税」の関
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連項目とした。 
 
全経検定は、新会計基準に伴う検定試験内容をどのようにするか文章によって、明らか 
にしていないが、協会主催の検定講習会で改革の方向と題して、検討内容を説明してい
る。 
それによれば、改革の方向性は以下のとおりである。xiii
 
① 高等学校学習指導要領の指導内容に合わせる方向。 
② 検定試験は、簿記学習の習熟度の確認として位置づける。 
③ 実務教育（ビジネス教育）の視点を重視。 
④ 検定に取り組む範囲は、新会計基準がすべてではない。 
 
などの説明をしている。また、説明の中で、出題範囲として検討している事項として、特
に必要と思われるものを挙げれば、以下のようである。 
 
① 【税金】については、消費税（1級会計）、法人税・法人事業税・住民税（2級商業簿
記）、費用として認められる税金（3級商業簿記）。 
② 【勘定科目】として検討しているもの。仮払消費税、仮受消費税、未払消費税など。 
③ 【有価証券の評価損益】基本的には、1級会計で出題とし、2級の商業簿記の決算整理
事項に含めるかどうか検討している。 
④ 【退職給付会計】では、勘定科目として、退職給付費用、退職給付引当金を考えている。 
⑤ 【有価証券】では、売買目的有価証券勘定、有価証券運用損益勘定、満期保有目的債券
の評価（償却原価法）、社債発行差金の償却（社債利息としての処理）を検討。 
 
などを説明した。 
 
 
１０、結び 
 
1873年大蔵省刊「銀行簿記精法」の序文の書き出しに『天下ノ事会計ヨリ重キハナシ。』
とある。そして現代は、『3種の神器』あるいは『3言語』として、外国語・コンピュータ・
簿記会計（国際会計基準）が、21世紀必須のスキルといわれている。商業の専門課程を置
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く高等学校の教育課程は、100%簿記会計科目が履修するように、各校とも編成している。xiv
このことを考えるとき、簿記会計は、組織が自らの情報を社会に対して公開するとともに、
他の組織の経営状況を財務諸表等で読み取るために必要不可欠な技能であり、自らの判断
を求められる現代において、その重要さは増している。「言葉（言語）の意味を理解する
だけでなく、言葉（言語）の背景にある文化を知る必要ある。」ということは、言語とし
ての簿記会計も同じである。このためにも、簿記会計の変遷を知るとともに、今日の簿記
会計教育の役割を、直視するために検証を怠ってはならない。 
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